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イベント開催の背景 ①

・メンバーが国際交流に興味があり、他の国の方々と関りがあった。

・留学中現地の人と交流することがとても楽しかった。

一方で・・

・他の国の人と交流する中で日本での生活に困難を抱えていることを知っ
た。

在日外国人の孤立を解消したい！



イベント開催の背景 ②

しかし

・立場が異なるため、「困っている」といっても

具体的に何に困っているか、何が原因で孤立してしまっているかわからな
い。

そこで
・実際に語学学校に足を運び、何に困っているのかをアンケート調査。

⇒いくつかの原因が見えてきた。



アンケート結果①

■アンケート

• 対象：在日外国人20人

• 質問内容：
日本人で頼れる人はいますか？

個人的なつながりが
無い

『突然連絡を切られた』
人も存在
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アンケート結果②

〇日本人の友達はいますか？

→ ・ほとんどいない。
・交流の機会や知り合う機会がない。とても日本人の友達が欲しいと思う。

〇日本で生活していて困ることは何ですか？

→・日本語以外の言語が通じづらい。
・空気を読むことが難しい。
・外国人というだけで怖がられる。

〇将来日本で生活していくうえで不安なことはありますか？

→・日本語が上手く話せるようになるのか心配。
・困った時に相談できる人ができるか不安。



孤立の原因

①交流機会の壁
→そもそも日本人と知り合う機会が少ない。

②言語の壁
→日本語が難しい。話すのも書くのも。

③心理的壁
→文化の差やはやり等の習慣がわからないので馴染みづらい。



孤立を解消するためのイベントづくり

①交流機会の壁②言語の壁③心理的壁

この3つにアプローチできるイベントを作成することで、

国を超えた

友人関係を作るきっかけを与えたい！

交流の壁 言語の壁 心理的壁



イベントの概要 1日目

【1日目】

■ボンドトーーーーーーーク

・自己紹介

・バースデーラインゲーム

・趣味トーク

・カルチャートーク



イベントの概要 1日目

【工夫した点】

・趣味が同じ人でのチーム分け

・在日外国人の日本での生活に
おける悩み事を話す機会を設ける

・日本語、英語両方での説明

・会話に参加できない人が出ないように
ボンドメンバーが1チーム
ずつサポートで入った



イベントの概要 ２日目

【２日目】

■YOUは何しに浅草へ？

・浅草観光ツアー

・ミッション型ゲームの実施

→イニシャルクイズ

→この場所はどこかなゲーム



イベントの概要 ２日目

【工夫した点】

・ミッション型ゲームの設定

・浅草という東京屈指の観光地で
ツアーを楽しめるようにした

・独自のパンフレットを作成し
お昼のお店に
困らないようにした。



①交流機会の壁を取り除く

・参加者同士の関係を深め、

自発的な交流を促すために

・こういったイベントを

知らないという機会損失

をなくすために

・イベントをできるだけ多く

の人に知ってもらうために

・1日のみのイベントではなく、

2回完結型イベントにする。

・日本語学校への告知

積極的なSNS運用、友人への声かけ

・フライヤーや告知をイベント開始の1か月前
という早い段階から行った

目的 手段



②言語の壁を取り除く

・言葉がわからずイベントについていけ
ないということを減らすために

・言葉をあまり使わなくても

ルールを理解して

楽しんでもらえるように

・スライド、並びにイベントの
進行を日本語と英語で行う。

目的 手段

・写真を撮り、そこを見つけてくる

というミッションのゲームをイベント

に盛り込む。



③心理的壁を取り除く

・深い話ができず、表面的な
関係 にしかなれないことを
避けるために

・わずかな時間でも距離を

縮めてもらうために

・事前にアンケートを取り、
日常で困っていることについてディスカッション
してもらう。

・協力して取り組むような

ミッションの設定

目的 手段



他イベントとの差別化

・参加費が1,000円～3,000円の

価格帯が多い

・ただの自己紹介で終わって
しまう

・ただ英語を話してみたい

日本人の集まりになりがち

・会場費、広告費をできるだけ抑え
ることで、2日間500円にて開催

・カルチャートークやミッション型
のイベントにより、
参加者同士を深く知ることができる

・集客時にSNSやメールで外国人の

孤立を解消したいという想いを

説明することで考えに共感して

くれる人を集めた

他イベント ボンドイベント



苦労した点と取り組み

メンバー同士の
共通認識を作る

外国人の方々にアンケートを
実施することで、

課題が明確化しメンバーが
何に取り組むべきかがわかった

在日外国人の集客

語学学校を中心に
アプローチをすること

身近な人へ直接声かけをすることで
集客することができた



成果

【金額】

売上：20,000円 費用：7,607円

利益：12,393円

（参加費500円×40人）

【集客数】

40人
（うち 日本人19人 外国人21人）



来場者満足度

93 ％ がイベントに満足と回答

65%

28%

7%満足

普通

非常に満足



YMCA日本語学校

収益寄付先



改善点

・大人数での練習をしていなかった

・リハーサルが不足していた

・もう少しゲーム数を増やしてもよかった

・収益が少なかった

・語学力が足りない参加者へのサポートが十分ではなかった



まとめ・展望

・在日外国人が日本で暮らすことの大変さへの理解を深められた

・友達ができたという回答もあり、孤立解消の役に立てたと感じられた

・現時点では新たなイベントの開催は未定

→イベントのライングループでのアクションを継続

・ほかの国際交流イベントへの紹介

→イベントグループのハブ化



ご清聴ありがとうございました。


